
　

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
で
の
京
都
議
定
書

は
、
私
た
ち
に
地
球
環
境
の
危
機
意
識
の
高
揚
と
地

球
環
境
保
全
に
向
け
た
新
た
な
課
題
へ
の
挑
戦
を
義

務
づ
け
た
。

　

私
た
ち
は
昭
和
六
十
二
年
か
ら
利
雪
事
業
（
雪
を

生
活
や
産
業
の
分
野
で
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
）

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
元
年
に
は
、
ふ
る
さ
と

創
生
費
の
一
部
を
運
用
し
て
貯
雪
量
二
〇
〇
ト
ン

規
模

の
雪
氷
室
（
雪
の
冷
熱
を
利
用
し
た
貯
蔵
施
設
）
を

設
置
し
、
コ
メ
、
ソ
バ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
等
の
貯
蔵

を
行
い
、
大
変
満
足
す
る
良
好
な
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
農
産
物
の
長
期
貯
蔵
に
雪
利
用
が
大
き

く
貢
献
す
る
事
が
証
明
さ
れ
た
。

雪
の
可
能
性
を
追
求

　

平
成
二
年
に
は
、
通
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
利
用
モ
デ
ル
事
業
」の
指
定

を
受
け
、
国
・
県
・
町
と
で
、
雪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

対
象
と
し
た
極
め
て
珍
し
い
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
利
用
事
業
化
可
能
性
調
査
」
を
実
施
し
た
。
冬
の

舟
形
町
と
北
海
道
を
舞
台
に
し
て
、
山
形
大
学
の
梅

宮
弘
道
先
生（
工
学
部
）、福
嶋
忠
昭
先
生（
農
学
部
）、

矢
野
勝
俊
先
生
（
理
学
部
）、
富
山
大
学
の
対
馬
勝
年

先
生
（
理
学
部
）、
室
蘭
工
業
大
学
の
媚
山
政
良
先
生

（
工
学
部
）
等
に
よ
り
、
雪
の
利
活
用
に
つ
い
て
熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
雪
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
追
求
し
、「
調
査
報
告
書
」に
盛
り
込
ま
れ
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
利
雪
元
年
の
ス
タ
ー

ト
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。

　

平
成
四
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
計
画
が

持
ち
上
が
っ
た
。
ぜ
ひ
「
雪
冷
房
」
を
導
入
し
、
入

居
者
の
お
年
寄
り
に
快
適
な
環
境
を
創
出
し
た
い
と

の
思
い
で
、
関
係
機
関
に
働
き
掛
け
た
。
国
か
ら
は

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
雪
冷
房
導
入
に
関
す
る
補
助
金

の
約
束
は
取
り
付
け
た
も
の
の
、
県
の
担
当
者
か
ら

は
「
海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
分
か
ら
な
い
雪

冷
房
を
認
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
」「
絶
対
に
故
障
し

な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
せ
よ
」「
二
番
目
の
導
入
な

ら
認
め
る
」
と
い
う
反
応
が
あ
っ
た
。
こ
の
ぐ
ら
い

の
こ
と
は
言
わ
れ
て
も
聞
き
流
せ
る
が
、
次
の
一
言

だ
け
は
絶
対
に
許
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
舟
形

町
で
は
老
人
を
つ
か
ま
え
て
人
体
実
験
を
す
る
気

か
」
と
い
う
も
の
。
こ
れ
に
は
絶
句
し
た
。
福
祉
行

政
を
預
か
る
担
当
者
の
心
な
い
発
言
は
、
多
く
の
利

雪
関
係
者
の
心
を
踏
み
に
じ
り
、
山
形
県
を
嫌
い
に

さ
せ
た
。　

　

平
成
二
年
の
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
で
、
町
の
重

度
身
体
障
害
者
施
設
を
各
委
員
が
視
察
し
て
い
る
。

そ
の
時
、
冷
房
設
備
が
な
く
、
高
温
に
な
る
と
自
分

で
体
温
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
ず
、
介
護
職
員
が
必

死
に
う
ち
わ
で
あ
お
い
で
い
る
の
を
各
委
員
は
見
て

い
た
。
も
し
将
来
、
雪
冷
房
が
可
能
に
な
れ
ば
一
番

最
初
に
導
入
す
る
の
は
、
社
会
的
弱
者
（
福
祉
施
設
）

に
、
と
の
暗
黙
の
約
束
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

雪
は
邪
魔
者
、
い
ら
な
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
。
国
に
お
い
て
も
克
雪
事
業
（
除
雪
作
業
）

対
策
一
辺
倒
で
あ
る
。
雪
国
に
住
す
る
多
く
の
人
々

も
何
ら
疑
問
を
持
た
な
い
の
が
現
実
だ
。

雪
は
無
尽
蔵
な
天
然
資
源

　

日
本
列
島
に
毎
年
、
九
百
億
ト
ン

の
雪
（
冷
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
仮
に
人
工

的
に
こ
の
雪
を
作
る
と
な
る
と
七
百
兆
円
以
上
の
お

金
が
必
要
と
な
る
。
十
カ
年
分
の
国
家
予
算
に
匹
敵

す
る
。
雪
一
ト
ン

の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
冷
熱
量
）

は
約
十
万
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

 

あ
る
。国
内
に
降
る
雪
の
○
・
二
％
を

利
用
す
る
だ
け
で
、
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト　
 

出
力
の
発
電
所
十
五

基
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
相
当
す
る
。
こ
の
膨
大
な
雪

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
が
実
現
す
れ
ば
、
無
公
害
で

毎
年
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
理
想
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
今
ま
で
、
雪

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
、
調
査
・

研
究
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
不
思
議
で
な
ら
な

い
。

　
「
利
雪
」と
い
う
用
語
が
初
め
て
法
律
用
語
と
し
て

誕
生
し
た
の
が
平
成
四
年
で
あ
る
。
豪
雪
地
帯
対
策

特
別
措
置
法
が
十
年
ぶ
り
に
大
幅
改
正
さ
れ「
利
雪
」

が
明
記
さ
れ
た
画
期
的
な
法
律
改
正
と
な
っ
た
。
国

●　

研
究
室
か
ら
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事
務
局
長
（
舟
形
町
役
場
企
画
課
企
画
調
整
主
査
）
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の
担
当
者
が
、
各
省
庁
間
の
調
整
に
大
変
苦
労
し
、

難
産
の
末
や
っ
と
「
利
雪
」
の
二
文
字
を
誕
生
さ
せ

た
。岩
に
爪
を
立
て
る
日
々
の
連
続
だ
っ
た
と
言
う
。

　

平
成
五
年
に
は
「
環
境
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

基
本
理
念
と
し
て
「
地
球
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
、

か
つ
持
続
的
発
展
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
」
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
公
害
防
止
法
の
よ

う
な
受
動
的
対
応
で
は
な
く
、
地
球
環
境
に
配
慮
し

た
能
動
的
な
内
容
と
な
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
大

変
い
い
風
が
吹
い
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
克
雪
対
策

一
辺
倒
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
雪
を
積
極
的
に
資
源

と
し
て
活
用
し
、
雪
国
の
特
性
に
応
じ
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
た
。
法

律
の
改
正
等
に
よ
り
、
国
土
の
五
二
％
の
積
雪
地
帯

に
属
す
る
九
百
六
十
二
市
町
村
に
対
し
て
、
新
し
い

地
域
活
性
化
へ
の
可
能
性
を
拓
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

利
雪
に
対
す
る
無
理
解
の
た
め
か
、
何
度
も
嫌
な

悔
し
い
思
い
を
し
て
き
た
。
議
員
会
館
で
大
臣
経
験

者
か
ら
「
雪
を
利
用
す
る
な
ら
、
交
付
金
は
や
ら
な

い
ぞ
。
利
雪
は
止
め
ろ
」
と
大
声
で
怒
鳴
ら
れ
た
の

も
今
と
な
っ
て
は
い
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
法

律
に
な
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
き
た
私
た
ち
が
あ

る
意
味
で
は
異
端
者
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
流
れ
に

逆
ら
っ
て
上
っ
て
い
く
の
は
、
大
変
な
忍
耐
と
労
力

を
必
要
と
す
る
。

世
界
初
の
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム

　

紆
余
曲
折
を
乗
り
越
え
、
平
成
六
年
に
国
土
庁
、

山
形
県
の
協
力
を
得
て
世
界
で
初
め
て
の
「
空
気
と

雪
の
直
接
熱
交
換
に
よ
る
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム
」
を
町

営
施
設
の
農
業
体
験
実
習
館
に
導
入
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
雪
と
い
う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

全
く
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
電
気
に
頼
ら
ず
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
を
使
用
し
な
い
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
シ
ス
テ
ム
だ
。
雪
が
自
然
の
フ
ィ
ル

タ
ー
の
役
目
を
果
た
し
、
タ
バ
コ
の
煙
や
二
酸
化
炭

素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
き
れ
い
に
取
り
除
い
て
く
れ
る

事
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
雪
冷
房
を
体
感
さ
れ
た
方

は
「
雪
を
利
用
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
湿
っ

ぽ
い
と
思
っ
た
が
、
実
際
体
験
す
る
と
カ
ラ
ッ
と
し

て
爽
や
か
な
感
じ
が
す
る
」
と
好
評
だ
。
今
後
、
医

療
施
設
や
福
祉
施
設
へ
の
導
入
に
よ
る
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

　

雪
は
こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
生
活
を
阻
害
す
る
大
き

な
要
因
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
厄
介
者
の
代
表
的

な
扱
い
を
受
け
て
き
た
が
、
発
想
の
転
換
を
図
り
、

雪
の
付
加
価
値
を
見
つ
け
出
す
こ
と
に
よ
り
、
私
た

ち
の
生
活
環
境
に
大
き
く
貢
献
出
来
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
。
こ
の
小
さ
な
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム
は
、
雪
の

国
際
会
議
で
発
表
さ
れ
、
国
連
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
国
際

環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
）
を
通
じ
て
世
界
中
に
紹
介
さ

れ
た
。

　

舟
形
町
の
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム
へ
の
挑
戦
と
成
功
が

大
き
く
国
を
動
か
す
要
因
と
な
り
、
全
国
の
積
雪
地

帯
に
次
々
と
利
雪
施
設
が
誕
生
し
て
い
る
。
県
内
に

お
い
て
も
、
計
画
中
を
含
め
る
と
十
五
施
設
を
数
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
本
町
で
は
、
堀
内
地
区
の
「
雪

氷
室
」、
猿
羽
根
山
の
「
農
業
体
験
実
習
館
の
雪
冷

房
」、昨
年
エ
コ
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
が
中
心

と
な
り
完
成
さ
せ
た
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
と
冷
房
シ
ス
テ

ム
の
多
機
能
を
有
す
る
「
エ
コ
環
境
住
宅
」
も
大
き

な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
農
業
の
突
破
口
を
開
こ
う

と
、
農
業
後
継
者
の
集
ま
り
で
あ
る
農
業
青
年
会
議

所
の
有
志
が
雪
冷
房
貯
蔵
施
設
（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
含
む
）
の
建
設
に
あ
た
っ
て
お
り
、
九
月
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。

　

利
雪
の
確
実
な
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
る
。し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
。
ま
ず
、

「
雪
」を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
認
知
し
て
も
ら
う
こ

と
だ
。
さ
ら
に
過
疎
債
並
み
に
七
〇
％
還
元
の
「
利

雪
債
」
を
創
設
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
し

て
私
た
ち
の
最
終
目
標
は
食
糧
の
雪
国
で
の
安
全
備

蓄
で
あ
る
。
村
山
内
閣
の
時
、
百
五
十
万
ト
ン

の
食
糧

備
蓄
構
想
が
出
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
既
に
、
昭
和
六

十
二
年
頃
よ
り
二
百
万
ト
ン

の
食
糧
備
蓄
構
想
を
描
い

て
い
た
。
先
進
国
の
中
で
、
日
本
だ
け
が
食
糧
事
情

に
お
い
て
は
完
全
に
無
防
備
で
あ
る
。
食
糧
の
自
給

率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
危
険
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
て

い
る
四
二
％
を
下
回
っ
て
久
し
い
。
穀
物
の
自
給
率

は
既
に
二
五
％
を
切
っ
て
い
る
。

　

最
上
エ
コ
ポ
リ
ス
構
想
を
掲
げ
、
人
と
自
然
の
共

生
を
目
指
す
最
上
地
方
に
、
豊
か
な
無
限
の
雪
を
利

用
し
た
食
糧
備
蓄
基
地
を
設
置
さ
せ
る
こ
と
が
、
雪

国
に
住
す
る
者
に
与
え
ら
れ
た
過
去
か
ら
の
約
束
事

の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
誘
致
合
戦
は
も
う
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
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貯雪ピットへの雪入れ作業（60ｔの雪が入る）
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